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人のうごき
平成18年10月31日現在　（ ）内は前月比
人口：54,974人(－53)   男：26,712人(－28)
女：28,262人(－25)   世帯：19,647 (－ 4)

澄み切った空の下、

大地の恵みに感謝、

大根の収穫体験!!

市のホームページ http://www.city.numata.gunma.jp
森林文化都市
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広報ぬまた 平成18年12月１日

予算現額　221億9,651万円
収入済額　 92億9,702万円
収入率　　 41.9％

予算現額
収入済額

グラフ上段
グラフ下段 (収入率)
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市
で
は
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の
税
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の
よ
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使
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、
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な
状
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あ
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の
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知
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い
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２
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公
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て
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す
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９
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市税収入の状況

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

特別土地保有税
入湯税

都市計画税
合　　計

19億5,835万円
31億1,703万円
1億1,026万円
5億1,746万円

0.2万円
3,654万円

1億8,340万円
59億2,304万円

9億8,783万円
18億9,695万円
1億1,233万円
2億4,991万円

60万円
2,078万円

1億1,173万円
33億8,013万円

50.4％
60.9％
101.9％
48.3％
30,000.0％
56.9％
60.9％
57.1％

科目

市債の状況

政府資金

銀行等引受資金

公営企業金融公庫

149億2,192万円
111億6,317万円
7億8,555万円
29億7,320万円
62億8,106万円
49億4,094万円
11億3,837万円
2億175万円

32億5,393万円
244億5,691万円

財政融資資金
郵便貯金資金
簡易生命保険積立金

市中銀行
群馬県貸付金
市町村振興協会

合　　　　計

借入先別

市税負担額と還元額

市民１人に使われる市のお金
市民１人が負担する税金（市税）
１世帯当たりに使われる市のお金
１世帯当たりが負担する税金（市税）

市の様子

人口
男
女

世帯数
面積
平成18年9月30日現在

55,027人
26,740人
28,287人

19,651世帯
443.37k㎡

40万3,375円
10万7,639円
112万9,536円
30万1,412円

現在高

予算現額 収入済額 収入率

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億歳入
地方交付税

市税

繰入金

市債

国庫支出金

県支出金

地方譲与税

地方消費税
交　付　金

分担金及び
負　担　金

自動車取得
税交付金

使用料及び
手　数　料

諸収入など

62億9,249万円
42億3,304万円(67.3%)

59億2,304万円
33億8,013万円(57.1%)

26億8,719万円
0万円(0.0%)

21億1,220万円
0万円(0.0%)

12億 968万円
2億8,424万円(23.5%)

10億4,220万円
1億3,212万円(12.7%)

7億9,590万円
3億1,748万円(39.9%)

5億1,800万円
3億1,285万円(60.4%)

2億3,814万円
9,340万円(39.2%)

2億2,300万円
7,270万円(32.6%)

1億8,291万円
9,511万円(52.0%)

9億7,176万円
3億7,595万円(38.7%)
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市有財産の状況

土地（山林を含む）
建物
山林
無体財産権（著作権など）
出資による権利
有価証券

9,134,503㎡
253,294㎡
6,569,954㎡

23件
6億873万円
1億6,585万円

基金現在高

財政調整基金
減債基金
庁舎整備基金
合併振興基金
ふるさとづくり基金
土地開発基金
福祉振興事業基金
国民健康保険基金
保健施設整備基金
介護給付費準備基金
ふるさと水と土保全対策基金
発明くふう奨励基金
沼田城建設基金
玉原環境整備基金
奨学資金貸付基金
学校保健活動振興基金
芸術文化振興基金
図書整備基金
善行青少年顕彰基金
観光施設建設基金
温泉事業基金
老神温泉施設建設基金

合　　計

37億3,617万円
1億866万円

0万円
2億円

9,027万円
5億3,064万円
2億1,455万円
2億7,854万円

6万円
1億1,556万円
1,000万円
200万円
6,697万円
3,042万円

1億1,728万円
505万円
1,031万円
1,390万円
330万円

1億5,000万円
2億1,426万円
1,869万円

59億1,663万円

特別会計の執行状況

国民健康保険
老人保健
介護保険
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業

温泉事業
合計

59億3,711万円
57億889万円
32億5,165万円
5億1,090万円
22億568万円
2億4,118万円
2億8,859万円

181億4,400万円

18億8,808万円
23億3,045万円
12億8,204万円
1億2,951万円
3億449万円
1,640万円

1億2,251万円
60億7,348万円

22億9,865万円
23億754万円
12億6,626万円
1億4,444万円
7億4,180万円
6,099万円
1億862万円

69億2,830万円

31.8%
40.8%
39.4%
25.3%
13.8%
6.8%
42.5%
33.5%

38.7%
40.4%
38.9%
28.3%
33.6%
25.3%
37.6%
38.2%

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
水道事業の状況

予算現額
収入済額
収入率
予算現額
支出済額
支出率

4億4,837万円
2億746万円

46.3％
4億3,271万円
1億1,732万円

27.1％

1億2,273万円
8,710万円
71.0％

4億648万円
1億7,883万円

44.0％

勘定区分

収

入

支

出

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

住民自治の福祉増進を図ることを主目的とする地方自治体
の会計は、地方自治法に基づき、単年度の収入・支出を現金
の動きとしてとらえ、単式簿記により予算・決算の手続きを
行っています。
しかし、本市では昨今の厳しい財政環境を背景に、発生主

義の企業会計的手法を取り入れた新たな財政分析の手法とし
て、一般会計の貸借対照表(バランスシート)を作成していま
す(総務省方式)。
この表は、どこから資金を調達し、どんな財産や借金(負

債)を残したかという状況を総合的に対照表示したものです。

資産総額

負債総額

市民１人あたりの資産総額

市民１人あたりの負債総額

915億609万円

286億4,762万円

167万円

52万円

概要(平成18年3月31日現在)

平成18年3月31日現在の人口　　　 54,767人

予算現額　221億9,651万円
支出済額　 80億 600万円
支 出 率　　 36.1％

グラフ上段
グラフ下段

予算現額
支出済額 (支出率)

50億

42億2,073万円
15億4,920万円(36.7％)

31億 773万円
13億6,509万円(43.9％)

30億 402万円
11億8,406万円(39.4％)

29億4,618万円
9億 982万円(30.9％)

27億3,154万円
6億7,963万円(24.9％)

26億5,764万円
10億6,924万円(40.2％)

16億8,155万円
3億 124万円(17.9％)

8億7,771万円
3億9,746万円(45.3％)

5億2,488万円
3億5,377万円(67.4％)

4億4,453万円
1億9,649万円(44.2％)

40億 30億 20億 10億 歳出

民生費

教育費

公債費

衛生費

土木費

総務費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費・
労働費など



旭
日
小
綬
章【
地
方
自
治
功
労
】

昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成
十
四
年

ま
で
、
沼
田
市
長
を
四
期
十
六
年
間

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

西
田
さ
ん
は
、
自
分
で
対
応
で
き

る
こ
と
は
わ
ず
か
な
こ
と
。
市
民
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
変
革
の
時
代
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章【
地
方
自
治
功
労
】

昭
和
二
十
八
年
、
群
馬
県
庁
に
林

業
技
術
者
と
し
て
奉
職
。
以
来
、
平

成
四
年
に
林
務
部
長
を
最
後
に
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
三
十
九
年
間
、
戦
後

の
荒
廃
し
た
森
林
の
整
備
や
度
重
な

る
災
害
の
復
旧
な
ど
、
森
林
資
源
や

環
境
を
守
る
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
は
、
関
係
者
に
恵
ま
れ
支
え

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章【
地
方
自
治
功
労
】

昭
和
五
十
八
年
に
沼
田
市
議
に
初

当
選
し
、
以
来
四
期
十
六
年
間
在
職
。

平
成
七
年
に
副
議
長
を
は
じ
め
各
常

任
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
を
務
め
ら

れ
、
そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
て
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
を
金
山

さ
ん
は
、
周
囲
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

と
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
を
機
に
、
皆
さ
ん
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章

昭
和
五
十
五
年
か
ら
平
成
十
六
年

ま
で
の
二
十
四
年
間
、
民
生
・
児
童

委
員
と
し
て
努
め
ら
れ
、
地
域
社
会

へ
の
福
祉
活
動
が
認
め
ら
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
受
章
に
星
野
さ
ん
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
と

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
後
は
い
た
だ
い
た
支
援
に
応
え
る

た
め
、
更
に
地
域
社
会
の
た
め
に
働

か
な
け
れ
ば
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
人

①
75
歳
以
上
の
人

②
す
で
に
老
人
保
健
に
加
入
し
て
い

る
人(

昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人)

③
65
歳
以
上
の
人
で
一
定
の
障
害

の
あ
る
人

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
際
は
、
現

在
加
入
し
て
い
る
保
険
証
と
老
人
医

療
受
給
者
証
の
二
つ
を
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
該
当
と
な
る
人
に
は
、
市

か
ら
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
診
し
た
と
き
の
一
部
負
担
金

は
、
医
療
費
の
一
割
で
す
。(

た
だ

し
、
一
定
基
準
以
上
の
所
得
者
は
三

割
負
担
に
な
り
ま
す
）

同
じ
月
内
に
別
表
の
限
度
額
を
超

え
て
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き

は
、
越
え
た
金
額
は
高
額
医
療
費
と

し
て
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当

に
な
る
人
は
、
市
か
ら
申
請
に
つ
い

て
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
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秋の叙勲・褒章
さまざまな分野で活躍され、その発展と振興な

どに功績のあった人に贈られる秋の叙勲・褒章が
発表され、本市からは４人が受章されました。

認められた功績

西田　洽司さん
(清水町）

林　弘さん
（清水町）

金山　一郎さん
(高橋場町）

星野　孝雄さん
（新町）

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

市
民
課
国
保
係
1
内
線
３
１
３
２

別表　自己負担限度額（月額）

※一定以上所得者とは、同一世帯に課税所得が１４５万円以上の７０歳以上の人または老人保健対
象者がいる人。ただし、７０歳以上の人と老人保健対象者の収入の合計が２人以上の場合は５２
０万円未満、１人の場合は３８３万円未満であると申請した場合は「一般」の区分と同様

※低所得者Ⅱとは、住民税非課税の世帯に属する人
※低所得者Ⅰとは、住民税非課税で所得が一定基準に満たない世帯に属する人

区 分 外来(個人単位) 外来＋入院(世帯単位)

一定以上所得者 ４４,４００円 ８０,１００円＋(医療費－２６７,０００円)×１％
高額医療支給が年４回目以降は４４,４００円

一 般
低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

１２,０００円

８,０００円

４４,４００円
２４,６００円
１５,０００円



5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

年末年始の市役所業務
今年も残すところあとわずかとなりました。皆さん、年越しの準備はお済みですか。

市の業務は12月29日(金)から１月３日(水)までの間、年末年始の休みとなります。

毎年、休みの前後は混雑が予想されますので、手続きなどは早めに済ませましょう。

○利根町振興局管内のごみの直接搬入については、おって防災無線を通じてお知らせします。
○サラダパークは、１２月１日(金)から３月末日まで管理棟の業務を休みます。
○年末は、し尿のくみ取りが大変混雑します。１日の作業にも限界がありますので、早めに申し込んでください。
市の許可業者は、(有)山髪衛生社1○24５５６６、(有)沼田衛生社1○22０２７７です。くみ取りに関することは直接業
者へ問い合わせください。

月日
業務(施設)
窓口業務
ごみ収集
清掃工場
ごみ10㎏当たり
150円の手数料

最終処分場
ごみ５㎏当たり
50円の手数料

ぬまた聖苑
勤労青少年ホーム
ふれあい福祉センター
市民体育館
中央公民館
市立図書館
消費生活センター

通常業務
該当地区

通常業務

通常業務

通常業務
通常業務
通常業務

窓口業務のみ
窓口業務のみ
通常業務
通常業務

休み
休み

休み

休み

休み
休み

通常業務
休み
休み
休み
休み

休み
休み

休み

休み

通常業務
休み

通常業務
休み
休み
休み
休み

休み
休み

休み

休み

休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み

通常業務
通常業務

通常業務

通常業務

休み
通常業務
通常業務

窓口業務のみ
窓口業務のみ
通常業務
通常業務

休み
該当地区
直接搬入

午前9時～正午
午後1時～４時
直接搬入

午前9時～正午
午後1時～４時
通常業務
休み

通常業務
休み
休み
休み
休み

１２月
２８日(木) ２９日(金) ３０日(土) ３１日(日)

１月１日(月)
～３日(水) ４日(木)

沼田市の老人医療費の現況
市民課国保係1内線３１３２

平成17年度市の老人医療費の総額は、約59億4,535万円でした。年間１人当たりにすると
74万1,130円となっています。
これらの老人医療費は、高齢者が支払う一部負担金を除いて、国・県・市と被保険者が納

める保険料(税)で賄われています。そのため医療費が増えると、各医療保険の支出も多くなり
財政は厳しくなります。このように、みんなで医療費を出し合い、老人医療を支えています。

負担割合 診療内訳



■
自
宅
の
防
犯
対
策

▽
鍵
を
２
つ
以
上
付
け
る
な
ど
、
玄

関
ド
ア
を
簡
単
に
破
ら
れ
な
い
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う

▽
ピ
ッ
キ
ン
グ
に
強
い
鍵
に
し
ま
し

ょ
う

▽
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の
小
さ
な
窓

に
も
、
２
つ
以
上
の
鍵
や
面
格
子

を
取
り
付
け
る
な
ど
、
防
犯
設
備

を
付
け
ま
し
ょ
う

▽
家
の
周
囲
を
明
る
く
、
整
理
整
頓

し
見
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う

▽
外
出
時
に
は
す
べ
て
の
ド
ア
や
窓

の
鍵
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
在
宅
中
、
就
寝
中
も
戸
締
ま
り
を

し
ま
し
ょ
う

▽
出
掛
け
る
と
き
は
、
隣
近
所
に
ひ

と
声
掛
け
ま
し
ょ
う

■
街
頭
の
犯
罪
対
策

▽
遠
回
り
に
な
っ
て
も
安
全
な
道
を

選
び
ま
し
ょ
う

▽
手
荷
物
は
道
路
の
反
対
側
に
、
自

転
車
の
カ
ゴ
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を

付
け
ま
し
ょ
う

▽
金
融
機
関
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
後
は

周
囲
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う

▽
現
金
や
バ
ッ
グ
を
車
内
に
置
い
た

ま
ま
に
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
自
動
車
に
は
、
防
犯
装
置
を
付
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
は
防
犯
登

録
を
し
、
複
数
の
鍵
を
付
け
ま
し

ょ
う

▽
自
動
車
は
、
安
全
な
駐
車
場
を
選

ん
で
止
め
ま
し
ょ
う

■
子
ど
も
の
防
犯
対
策

▽
子
ど
も
と「
い
か
の
お
す
し
」の
約

束
を
し
ま
し
ょ
う

「
い
か
」…
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て

い
か
な
い

「
の
」…
…
他
人
の
車
に
の
ら
な
い

「
お
」…
…
お
お
ご
え
を
出
す

「
す
」…
…
す
ぐ
逃
げ
る

「
し
」…
…
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
し

ら
せ
る

▽
子
ど
も
の
行
動
範
囲
内
の
危
険
個

所
を
見
つ
け
て
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
一
人
で
留
守
番
を
さ
せ
る
と
き
は

来
訪
者
に
注
意
さ
せ
ま
し
ょ
う

▽
日
ご
ろ
か
ら
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

■
地
域
の
防
犯
対
策

▽
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う

▽
夜
道
を
明
る
く
照
ら
し
ま
し
ょ
う

■
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動

「
自
分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち

で
守
ろ
う
」と
い
う
こ
と
か
ら
、
市

内
各
地
で
自
主
防
犯
団
体
が
、
地
域

や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め

の
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
地

域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。
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地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
気
も

そ
ぞ
ろ
に
な
り
が
ち
な
年
末
年

始
を
迎
え
強
盗
や
空
き
巣
、
ひ

っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪
が
増
え

る
こ
と
か
ら
、
冬
の
防
犯
運
動

が
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
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に
遭
わ
な
い
た
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」



年
末
年
始
は
、
火
災
の
発
生
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。

昨
年
の
市
内
に
お
け
る
火
災
発
生

件
数
で
も
十
二
月
は
五
件
、
一
月
に

は
六
件
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
月

と
比
べ
て
も
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や

不
注
意
で
発
生
し
、
尊
い
命
と
大
切

な
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
出
火
原
因
の
多
く
は
失

火
で
、
い
わ
ば
人
災
で
す
か
ら
心
掛

け
次
第
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
火
を
扱
う
一
人
一
人

が
、
火
の
元
の
点
検
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
何
に

注
意
し
た
ら
よ
い
の
か
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
消
火
器
を
常
備
す
る

な
ど
、
防
火
の
た
め
の
備
え
を
万
全

に
し
、
事
故
の
な
い
明
る
く
楽
し
い

年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
大
き
な
火
災
と
な
る
の
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、
初
期
消
火
が
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
初
期

消
火
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

●
早
く
知
ら
せ
る

○
火
災
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
大
き

な
声
で
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
る

○
な
る
べ
く
多
い
人
数
で
一
一
九
番

通
報
、
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
を

行
う

●
早
く
消
火
す
る

○
出
火
か
ら
３
分
以
内
が
消
火
で
き

る
限
度

○
水
や
消
火
器
だ
け
で
な
く
、
座
布

団
で
火
を
た
た
い
た
り
毛
布
で
火

を
覆
う
な
ど
、
身
近
な
物
を
活
用

し
て
消
火
す
る

●
早
く
逃
げ
る

○
服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
で

き
る
だ
け
早
く
逃
げ
る

○
一
度
外
に
出
た
ら
、
中
に
は
戻
ら

な
い

市
消
防
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
全
に
、
安
心
し
て
明
る
い
年
越

し
が
で
き
る
よ
う
に
十
二
月
二
十
五

日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
歳
末
特
別
警

戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
消
防
団
が
各
地
区
を

巡
回
し
て
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
す
。
ま
た
、
市
八
職
工
防
火
協
力

会
の
皆
さ
ん
も
同
様
に
防
火
活
動
を

行
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
一
月
七
日(

日)

午
前

九
時
三
十
分
か
ら
、
沼
田
小
学
校
屋

内
運
動
場
で
市
消
防
団
の
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
式
典
後
に

市
街
地
で
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
し
た

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
は
市

役
所
駐
車
場
で
沼
田
鳶
職
組
合
と
沼

田
若
鳶
会
に
よ
る「
梯
子
乗
り
」の
披

露
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

沼
田
若
鳶
会
で
は
、
一
緒
に
練
習

を
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
木き

遣や
り

歌う
た

」
な
ど
に
興
味
の
あ
る
人

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111
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初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ト

火元別初期消火のポイント(手順例)

◆油なべに火が入ったら
①あわてて水をかけるのは厳禁。まず、ガスの元栓を
閉める
②消火器がない場合は、ふたをするか、濡れタオルや
シーツなどかぶせて空気を遮断する
③消火器を使うときは、消火液で油が飛び散らないよ
うに注意して噴射する

◆石油ストーブを倒したら
①できれば引き起こす
②毛布や布団をストーブにかぶせ、その上から水をか
ける
③消火器があれば、直接火元に向けて噴射する
◆カーテン、ふすまなどに火がついたら
①火が小さいうちは、水や消火器で消火する
②間に合わなければ、カーテンは引きちぎり、ふすま
や障子は蹴り倒して火元を天井から遠ざけて消す

◆電気製品から火が出たら
①感電の危険性があるので、いきなり水をかけるのは
危険。まずは、プラグを抜くかブレーカーを切る
②水や消火器で消火する

あ
な
た
も
伝
統
の
技
「
梯
子
乗
り
」
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
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「
納
税
で

支
え
て
ほ
し
い

子
供
の
未
来
」

平
成
十
七
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
市
長
賞
白
沢
中
学
校
角
田
沙
織

さ
ん
の
作
品

●
償
却
資
産
と
は

土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産

で
す
。

●
対
象

一
月
一
日
現
在

で
、
会
社
や
個
人
が

事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
構
築
物
、
機

械
、
器
具
、
備
品
な

ど
の
資
産
で
す
。

●
申
告
方
法

様
式
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
市

役
所
で
申
告
書
を
取

り
寄
せ
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、
法
令

に
よ
り
申
告
を
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
未
申
告
に
は
過
料
が
課
せ

ら
れ
、
虚
偽
申
告
に
は
懲
役
ま
た

は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す

●
計
算
方
法

償
却
資
産
の
評
価
は
、
償
却
資
産

の
取
得
時
期
、
取
得
価
格
お
よ
び
耐

用
年
数
に
基
づ
い
て
、
申
告
し
て
い

た
だ
い
た
資
産
の
評
価
額
と
帳
簿
価

格
を
定
率
法
に
よ
り
算
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
全
資
産
の
合
計
額
を
比
較
し

た
の
ち
、
ど
ち
ら
か
高
い
方
が
決
定

価
格
と
な
り
ま
す(

決
定
価
格
＝
課

税
標
準
額)

。

●
税
額

税
額(

100
円
未
満
切
り
捨
て)

＝
課

税
標
準
額(

千
円
未
満
切
り
捨
て)

×

税
率(

1.4
％)

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。
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■
一
般
の
部
　
応
募
518
点

【
優
秀
賞
】

「
一
羽
の
イ
ン
コ
」

増
田
邦
彦(

京

都
府
西
京
区)

【
佳
作
】

「
ひ
っ
く
り
返
っ
た
蝉
」

金
子
正

人(

神
奈
川
県
横
浜
市)

「
小
さ
な
滝
」

金
井
勉(

埼
玉
県
児

玉
郡)

「
背
中
に
広
が
る
海
」

佐
々
木
武

(

宮
城
県
登
米
市)

「
き
ん
も
く
せ
い
」

藤
田
和
実(

神

奈
川
県
横
浜
市)

「
朝
」

草
山
律
子(

神
奈
川
県
秦
野

市)■
小
中
学
生
の
部
　
応
募
610
点

【
優
秀
賞
】

「
せ
み
」

志
村
鈴
音(

群
馬
県
高
崎

市
立
鼻
高
小
学
校)

【
佳
作
】

「
桜
と
水
仙
」

牛
口
健
太(

群
馬
県

沼
田
市
立
多
那
中
学
校)

「
ぼ
く
は
こ
い
」

伊
賀
千
尋(

愛
知

県
豊
橋
市
立
南
陽
中
学
校)

「
四
月
」

青
木
佑
史(
吾
妻
郡
東
吾

妻
町
立
太
田
小
学
校)

「
ト
マ
ト
」

藤
塚
晃
平(

群
馬
県
沼

田
市
立
川
田
小
学
校)

「
て
ん
と
う
虫
」

内
山
絵
梨(

静
岡

県
掛
川
市
立
西
山
口
小
学
校)

本
市
の
名
誉
市
民
で
、
童
謡
作
詞

家
の
林
柳
波
が
残
し
た
功
績
を
永
く

顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
十
一
年
度
に

創
設
さ
れ
た
柳
波
賞
の
第
八
回
入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
も
全
国
か
ら
童
謡
詩
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
千
百
二
十
八
点
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
を
、
詩
人
で
童
謡
作
家
の
岸

田
衿
子
さ
ん
、
詩
人
の
高
階
杞
一
さ

ん
、
童
話
作
家
の
中
川
李
枝
子
さ
ん

と
星
野
市
長
の
四
人
に
よ
り
厳
正
に

行
っ
た
結
果
、
柳
波
賞
に
は
、
沼
田

西
中
学
校
の
生
方
大
和
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
入
賞
者
へ
の
記
念
品
な

ど
の
贈
呈
式
は
来
年
二
月
四
日
の
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
閉
会
セ

レ
モ
ニ
ー
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
す
。

税
務
⑨

第８回柳波賞
入賞作品
決定

社会教育課社会教育係1内線３３３２

【
柳
波
賞
】

「
シ
カ
」
生
方
大
和

し
げ
み
か
ら
何
か
聞
こ
え
る

ガ
サ
ガ
サ

ガ
サ
ガ
サ

近
よ
っ
て
見
る
と

し
げ
み
に
ツ
ノ
が
は
え
て
い
る

も
っ
と
近
づ
い
た
ら

し
げ
み
が
逃
げ
た

第
８
回「
柳
波
賞
」入
賞
者

 



「
花
の
手
入
れ
や
販
売
、
商
品
作

り
や
配
達
な
ど
、
仕
事
内
容
が
豊
富

で
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
立
場
に
な

っ
て
考
え
、
贈
り
物
や
ご
自
宅
で
花
を

飾
る
と
き
な
ど
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。」

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ハ

ナ
マ
サ
ベ
イ
シ
ア
店
に
お
勤
め
の
森

下
幸
乃
さ
ん
で
す
。

(

20
歳)

●
一
番
の
想
い
出
は
、
自
分
で
作
っ

た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
初

め
て
買
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き
の
こ

と
で
す
ね
。
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
し
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
沼
田
は
、
の
ん
び
り
と
平
和
な
感

じ
で
、
と
て
も
住
み
心
地
の
よ
い
街

で
す
ね
。
街
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
、
花
の
あ
る
風
景
が
見
ら
れ
た
ら

素
敵
で
す
よ
ね
。
い
つ
か
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
を
旅
し
て
、
海
外
で
咲
く

花
も
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
疲
れ
た
と
き
や
元
気
の
な
い
と
き

に
は
、
お
花
を
飾
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
癒
さ
れ
元
気
が
出
ま
す
よ
。

森下幸乃さん(柳町)

癒
し
を
お
届
け
し
ま
す

ふりートーク�

ふりートーク�
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受
講
料

二
千
五
百
円(

保
険
料
含

む)

講
師

堤
千
恵
子
さ
ん
・
加
藤
公
子

さ
ん

申
し
込
み

１
月
９
日(

火)

ま
で

と
き

１
月
９
日
か
ら
２
月
27
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日(

８
回)

午
前
10

時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

定
員

40
人

受
講
料

二
千
三
百
円(

保
険
料
含

む)

講
師

本
多
加
代
子
さ
ん
・
片
野
信

英
さ
ん

申
し
込
み

１
月
４
日(

木)

ま
で
　

※
い
ず
れ
の
教
室
も
、
受
講
料
を
添

え
て
市
民
体
育
館
、
ま
た
は
白
沢

町
教
育
支
所
・
利
根
町
教
育
支
所

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

と
き

１
月
18
日
か
ら
２
月
15
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日(

全
５
回)

午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
３
階
調
理
実

習
室

受
講
料

無
料(

教
材
費
に
つ
い
て

は
実
費
負
担)

申
し
込
み

12
月
11
日(

月)

か
ら
電

話
、
ま
た
は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次
第
受

付
終
了

定
員

16
人

講
師

茂
木
方
子
さ
ん

教
材
費

三
千
円

※
今
ま
で
に
受
講
し
た
こ
と
の
な
い

人
を
優
先
に
募
集
し
ま
す

時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

定
員

40
人

受
講
料

二
千
五
百
円(

保
険
料
含

む)
講
師

東
宮
邦
夫
さ
ん
・
太
田
あ
や

子
さ
ん

申
し
込
み

１
月
５
日(

金)

ま
で

と
き

１
月
11
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日(

10
回)
午
前
10

時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

定
員

40
人

と
き

１
月
10
日
か
ら
３
月
14
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日(

10
回)

午
前
10

中央公民館1○23０１４３

中央公民館では、市内に在

住、または在勤の人を対象に

１月から始まる教養教室の受

講者を募集します。皆さんぜ

ひ参加してみませんか。

テ
ニ
ス
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

卓
球
教
室

市
民
体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
民
体
育
館
1
○24
９
４
４
４

洋
菓
子
教
室
Ⅱ

中央公民館の教養教室
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

芸術の秋。今年の文化祭には41団体が参加しま
した。会場では展示や舞台発表、カラオケ大
会などが行われ、来場者を楽しませました。

11月３日(金)～５日(日)

芸術の秋を楽しむ
沼田市文化祭

11月３日(金)

健康なからだづくりをめざして
利根町第11回健康福祉まつり

10月28日(土)～29日(日)

つなげよう未来へ・食と農と地域の輪
沼田市農業まつり

生産者と消費者の交流を深めようと、沼田市
農業まつりがＪＡ利根沼田本所で開催され、楽
しい催し物などで、終日にぎわっていました。

11月10日(金)

今年も実りの秋に感謝
しゃくなげの湯｢秋の収穫祭｣

しゃくなげの湯では｢秋の収穫祭｣が開催さ
れ、もちつき大会やリンゴの目方当てクイズの
ほか、キノコ汁などが無料で振る舞われました。

11月23日(木)

風を切って走れ
利根沼田ロードレース大会

今年で47回目の大会が、利根西部コースを舞台
に開催され、347人が参加。ファミリーの部
では、親子で仲良くゴールを目指しました。

利根保健福祉センターで開催されたイベント
は、大勢の親子連れなどでにぎわい、学校給
食の試食や体験コーナーを楽しんでいました。



５回目となる沼田市子ども議会が沼田市議会
議場で開催。全員が身近な問題などを真剣に
質問し、熱心に答弁に耳を傾けていました。

11月18日(土)

小中学生33人が議員体験
沼田市子ども議会

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

木村 望愛 議長

真剣な表情の

子ども議員たち

本会議さながらの熱気

木内 萌 議長



お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時
期

と
な
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
危
険
性

と
反
社
会
性
を
認
識
し
、
飲
酒
運
転

を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
固
い

決
意
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
歩
行
中
に
遭
う
死
亡
事

故
の
大
半
は
、
誤
っ
た
歩
行
が
原
因

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
通
り
慣
れ
た

道
路
で
も
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

守
っ
て
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

夕
暮
れ
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

速
度
の
感
覚
も
低
下
し
ま
す
。
自
動

車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
運
転
者

は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
は
目
立
つ
服
装

や
反
射
材
を
付
け
る
な
ど
、
夕
方
・

夜
間
に
運
転
者
か
ら
見
や
す
く
な
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
の
と
き
に
命
を
守
る
大
切

な
も
の
で
す
。
必
ず
着
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
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12
月
11
日(

月)

〜
31
日(

日)

生
活
課
生
活
環
境
係
1
７
７
３
７
２

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

わ
だ
ち
に
入
っ
て
車
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
路
面
が

凸
凹
に
な
り
車
が
左
右
に
振
ら
れ
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
雪
道
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
降
雪
量
が
十
㌢
㍍
に
な
る
と

想
定
さ
れ
る
と
き
に
、
雪
の
多
い
地

域
や
通
行
量
の
多
い
主
要
幹
線
道

路
、
坂
道
な
ど
を
優
先
し
て
、
市
道

の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
し
た
道
路
に
、
家
庭
の
敷
地

内
な
ど
か
ら
雪
を
出
さ
れ
ま
す
と
路

面
が
圧
雪
状
態
と
な
り
、
な
か
な
か

溶
け
に
く
く
、
大
変
危
険
で
す
。
本

格
的
な
雪
の
季
節
も
間
近
。
お
互
い

の
安
全
を
守
る
た
め
、
円
滑
な
除
雪

作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
管
理
係

1
内
線
４
２
１
３
、
白
沢
町
建
設
上

下
水
道
課
1
内
線
６
５
、
利
根
町
建

設
上
下
水
道
課
1
内
線
３
１
へ
。



水
道
に
と
っ
て
厳
し
い
冬
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
水
道
管
の
冬
支
度
は

お
済
み
で
す
か
？

水
道
管
は
、
氷
点
下
四
度
以
下
に

な
る
と
管
の
中
の
水
が
凍
っ
て
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
凍
栓
を

取
り
付
け
た
り
、
家
庭
に
あ
る
布
を

使
っ
た
り
し
て
防
寒
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

特
に
、
屋
外
で
水
道
管
が
露
出
し

て
い
る
場
所
や
、
北
向
き
で
風
当
た

り
の
強
い
場
所
は
、
水
道
管
が
凍
結

し
や
す
い
の
で
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
凍
っ
た
部
分
に
布
な
ど
を
か
ぶ

せ
て
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
少
し
ず
つ
か

け
て
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
て
く
だ
さ

い
。
い
き
な
り
熱
湯
を
か
け
た
り
お

湯
を
勢
い
よ
く
か
け
た
り
す
る
と
、

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま

っ
た
ら
す
ぐ
に
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
修
繕(

有
料)

を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
破
裂
し
た
所
に
ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
き
つ
け
て
応

急
処
置
を
し
て
お
く
と
、
被
害
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
沼
田
市
管
内
、
旧
白
沢
村
管
内

で
は
、
年
末
年
始
や
冬
期
間
の
土
･

日
曜
日
、
祝
日
の
水
道
の
修
繕
は
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

が
当
番
制(

左
表)

で
お
受
け
し
ま

す
。
午
後
五
時
以
降
で
緊
急
の
場
合

は
、
お
近
く
の
指
定
事
業
者
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

旧
利
根
村
管
内
は
、
当
番
制
を
設

け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
緊
急
の
場
合

は
各
簡
易
水
道
ご
と
に
従
前
ど
お
り

お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
水
道
課
1

８

８
１
１
、
白
沢
町
振
興
局
建
設
上
下

水
道
課
1

２
１
１
１
、
利
根
町

振
興
局
建
設
上
下
水
道
課
1

２

１
１
１
へ
。

13 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

水
道
管
に
も
防
寒
対
策
を

も
し
も
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

休
日
な
ど
の
修
繕
は

平成18年度冬期水道修繕当番表
修繕受付時間　午前8時30分～午後５時

当番年月日

12月2日（土）

3日（日）

9日（土）

10日（日）

16日（土）

17日（日）

23日（土）

24日（日）

29日（金）

30日（土）

31日（日）

1月1日（月）

2日（火）

3日（水）

4日（木）

5日（金）

6日（土）

7日（日）

8日（月）

13日（土）

14日（日）

20日（土）

21日（日）

27日（土）

28日（日）

2月3日（土）

4日（日）

10日（土）

11日（日）

12日（月）

17日（土）

18日（日）

24日（土）

25日（日）

金井設備建設㈲

㈱ 羽 鳥 設 備

㈱ サ ン ワ

㈲ 荒 田 設 備

㈲上毛設備工事

鈴 木 設 備

㈲ 斉 藤 設 備

戸 部 設 備 工 事

㈱石坂冷熱工業

㈲ 廣 　 星

小 林 設 備 ㈲

桑 原 管 工

座木水道設備㈲

長 谷 川 設 備

長 谷 川 水 道

中 山 建 設 ㈱

根 岸 商 店

㈱ 村 山 建 設

福 崎 設 備

石 原 設 備 興 業

一 美 設 備

人 力 屋

利根衛生設備㈱

㈲ 真 庭 住 設

野 村 林 業

工 藤 管 工

小 泉 管 工

番 場 設 備

㈲渡部水道設備

㈲ 高 瀬 工 業

三峰住宅工業㈱

白 沢 設 備 ㈱

㈱ 十 王 電 設

㈲ 佐 藤 建 材 店

沼田市上原町　1613

沼田市善桂寺町　187-1

沼田市屋形原町　500

沼田市大釜町　244-2

沼田市上原町　1583-23

沼田市栄町　525-2

利根郡みなかみ町師　1398-3

沼田市井土上町　747-1

沼田市鍛冶町　3936-17

沼田市下発知町　281

沼田市薄根町　3656-2

沼田市下川田町　2070

沼田市東倉内町　472-5

沼田市横塚町　1042-2

沼田市柳町　375-74

沼田市薄根町　4028

沼田市屋形原町　1377

沼田市薄根町　3610-2

沼田市秋塚町　736

沼田市堀廻町　608

沼田市上原町　1576-1

沼田市戸神町　35

利根郡片品村鎌田　4271

利根郡みなかみ町月夜野　1000

沼田市恩田町　32-5

沼田市下川田町　728-3

沼田市鍛冶町　3911-2

沼田市下川田町　3338-1

利根郡みなかみ町布施　1600

利根郡昭和村川額　1013

沼田市井土上町　254-1

沼田市白沢町上古語父　746

沼田市西原新町　97

利根郡みなかみ町布施　1624

２３－２８８２

２４－２３９４

２４－４１１１

２４－８３５５

２４－２７１７

２３－２４４３

６２－０２７７

２４－４０６２

２４－５７３０

５０－４１５７

２３－３７８５

２４－８４３９

２３－３２３２

２４－０２９３

２２－３３４１

２２－２６３７

２２－４１０６

２３－０００５

２４－５９３５

２４－９３００

２２－５６６０

２４－１９９２

５８－２１０６

６２－２４８８

２４－４７５３

２３－７５９８

２２－７６７５

２４－０３８１

６４－０４３３

２４－６２３２

２２－３９３６

５３－２４１２

２３－４６３４

６４－０５１９

事 業 者 名 所　　在　　地 電話番号



公
的
年
金
は
、
年
老
い
た
と
き
や

万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
り
、
体
に
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
の
た
め
に
、

み
ん
な
が
加
入
し
て
保
険
料
を
出
し

合
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
に
支
え

合
う
制
度
で
す
。

働
く
世
代
が
納
め
る
保
険
料
が
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る「
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
」の
し
く
み
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
三

分
の
一
は
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。(

国
の
負
担
は
平
成
二
十
一

年
度
ま
で
に
二
分
の
一
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
）

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
基
づ
い
た

公
的
年
金
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
同

じ
価
値
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

公
的
年
金
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も

の
か
、
い
ま
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
あ
な
た
が
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料

を
納
め
て
い
な
か
っ
た
ら
、
き
ち
ん

と
加
入
し
て
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る

と
な
く
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
、「
年
金
受
給
権

者
死
亡
届
」
を
十
四
日
以
内
に
社
会

保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。提

出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い

に
な
り
、
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は
、

死
亡
当
時
に
受
給
者
と
生
計
を
共
に

し
て
い
た
遺
族
の
人
は
、
死
亡
届
と

一
緒
に「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付

請
求
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
際
に
は
次
の
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

・「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」の
み
を
提

出
す
る
場
合

①
死
亡
し
た
人
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類

・
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身

分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍
謄

本
④
生
計
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類(

住
民
票
の
写
し
な

ど)

※
こ
れ
以
外
に
も
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
1
０
５
７
０
　
１
１
６
５
、
渋

川
社
会
保
険
事
務
所
1
０
２
７
９
�

１
６
１
１
へ
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る

公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入
者(

被

保
険
者)

は
、
次
の
よ
う
な
と
き
に

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き

勤
務
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す

○
結
婚
、
配
偶
者
の
就
職
、
収
入
減

に
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

扶
養
申
出
書
を
事
業
所
へ
提
出

し
、
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
け
出
を
し
ま
す

○
退
職
し
た
と
き

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
を
し
ま

す
○
退
職
し
て
第
２
号
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

扶
養
申
出
書
を
事
業
所
へ
提
出

し
、
事
業
所
が
社
会
保
険
事
務
所

へ
届
け
出
を
し
ま
す

○
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き

勤
務
す
る
事
業
所
が
社
会
保
険
事

務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す

○
あ
な
た
の
収
入
増
、
配
偶
者
の
退

職
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配
偶
者

の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
を
し
ま

す
※
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た

り
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
戸
籍
年

金
係
1
内
線
３
１
５
５
へ
。

今
年
十
月
か
ら
の
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
現
況
確

認
の
実
施
に
伴
い
、
十
二
月
生
ま
れ

の
人
か
ら
現
況
届
の
提
出
は
原
則
と

し
て
不
要
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
人

は
こ
れ
以
後
も
現
況
届
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本

人
基
本
情
報(

氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
住
所)

と
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情

報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
が

確
認
で
き
な
い
人

②
外
国
籍(

外
国
人
登
録)

の
人

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
人

次
の
場
合
は
、
現
況
届
以
外
の
届

け
出
が
引
き
続
き
必
要
で
す
。

○
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
て
い
る

場
合

「
生
計
維
持
確
認
届
」

○
障
害
年
金
受
給
者
で
、
障
害
の
程

度
の
確
認
が
必
要
な
場
合

「
医
師
に
よ
る
診
断
書
」

※
提
出
が
必
要
な
届
け
出
は
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者

へ
送
付
さ
れ
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

1
０
５
７
０
　
１
１
６
５
へ
。

14
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年金の窓口から

公
的
年
金
は

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
で
す

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

す
み
や
か
に
届
け
出
を

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
届
け
出
が
必
要
で
す

12
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
現
況
届
の

提
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す

【
添
付
書
類
】

第
２
号
被
保
険
者

(

会
社
員
や
公
務
員
な
ど)

第
１
号
被
保
険
者

(

自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）

第
３
号
被
保
険
者

（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
）

07

07



毎
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る「
ま
ち

づ
く
り
月
間
運
動
」の
一
環
と
し
て
、

第
二
十
四
回
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞

を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
上
の
注
意

①
は
が
き
に
よ
る
応
募
に
限
り
ま

す
。
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
が
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
作
品

は
１
点
限
り
と
し
ま
す
。
児
童
、

生
徒
の
部
は
、
学
校
で
同
形
状
の

用
紙
を
使
用
し
、
ま
と
め
て
応
募

す
る
こ
と
も
可
能
で
す

②
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業(

学
校
名
、
学
年)

、

応
募
部
門
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

③
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者
に

帰
属
し
ま
す
が
、「
ま
ち
づ
く
り

月
間
」の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
自
由

に
活
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す

課
題

「
つ
な
ぐ
・
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り
」

賞《
一
般
の
部
》

国
土
交
通
大
臣
賞

賞
状
と
副
賞
１
点

《
児
童
・
生
徒
の
部(

中
学
生
以
下)

》

国
土
交
通
大
臣
賞
　

賞
状
と
副
賞
１
点

こ
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
実
行
委
員

会
会
長
賞
な
ど

応
募
締
切

平
成
19
年
２
月
15
日

(

金)

当
日
消
印
有
効
　

送
り
先

〒
１
０
２
―
０
０
９
４

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３
―
32

(

財)

都
市
計
画
協
会
内
　
ま
ち
づ

く
り
月
間
実
行
委
員
会
標
語
募
集

係
1
０
３(

３
２
６
２)

３
４
９
１

発
表

平
成
19
年
５
月
に
受
賞
者

に
直
接
連
絡

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
製
造
業
者
な
ど
が
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
買
い
替
え
の
際
、
小
売

店
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
や
収
集
運
搬

の
料
金
を
支
払
っ
て
引
き
取
っ
て
も

ら
う
事
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
買
い

替
え
で
な
く
不
要
品
の
処
分
と
い
う

場
合
は
、
次
の
よ
う
な
処
分
方
法
が

あ
り
ま
す
。

処
分
方
法

▼
市
内
の
収
集
運
搬
業
者
に
取
り
に

来
て
も
ら
う

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運
搬
の

料
金
が
必
要
で
す

▼
メ
ー
カ
ー
指
定
の
引
き
取
り
場
所

に
直
接
持
ち
込
む

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
必
要
で
す

メ
ー
カ
ー
指
定
引
取
り
場
所

市
内
に
二
箇
所
の
引
き
取
り
場
所

が
あ
り
ま
す
。
家
電
メ
ー
カ
ー
に
よ

っ
て
引
き
取
り
場
所
・
取
り
扱
い
が

違
い
ま
す
の
で
、
引
き
取
り
場
所
に

電
話
で
確
認
し
て
か
ら
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

・
ウ
ブ
カ
タ
資
源(

株)

屋
形
原
町
２

１
１
３
1

５
５
５
５

・
日
本
通
運(

株)

沼
田
営
業
所
下
久

屋
町
８
９
８
1

２
１
４
１

※
日
本
通
運(

株)

は
、
持
ち
込
む
前

に
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を

払
い
込
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
発

行
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
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子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど
も

が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表

現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も

の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

「
沼
田
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」は
沼
田
市
に
お
け
る
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の

方
向
性
や
、
取
り
組
み
を
示
す
こ
と

を
目
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

期
間

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年

度
ま
で
の
５
年
間

対
象

お
お
む
ね
18
歳
以
下
の
子
ど
も

構
成

１
　
家
庭
・
地
域
等
な
ど
に
お
け
る

読
書
活
動
の
推
進

２
　
学
校
等
に
お
け
る
読
書
活
動

の
推
進

３
　
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力

こ
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
13
項
目
選
定
し
、

沼
田
市
に
お
け
る
す
べ
て
の
子
ど
も

が
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
お
い
て
、
自
主
的
に
読
書
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
を
通
じ
て
多
く
の
市
民

と
連
携
し
積
極
的
に
読
書
活
動
の
推

進
を
図
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
書
全
文
は
沼
田
市
立
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
ま
す
。

http://w
w
w
.library.num

ata.gu

nm
a.jp/index.htm

l

生活課クリーン対策係1内線77373
廃棄物対策係1内線77374



ト
ー
ク
館（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

で
は
、
短
期
教
養
講
座
・
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
に
在
住
、
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
30
才
未
満
の
青
少
年

の
皆
さ
ん
で
す(

定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん)

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

ト
ー
ク
館
と
勤
労
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー
（
白
岩
町
）

受
講
料

無
料(

た
だ
し
、
教
材
費

は
受
講
者
負
担)

申
し
込
み

12
月
４
日(

月)

か
ら
22

日(

金)

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
に
教
材
費
と
傷
害
保
険
料

250
円
を
添
え
て
ト
ー
ク
館
へ(

印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
１

３
５
へ
。

※
講
座
案
内
は
▼
と
き
／
定
員
／
教

材
費
／
講
師
の
順
で
す
　

月
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
／
１
月
15
日
か
ら

(

全
８
回)

20
人
／
嶋
田
光
男
さ
ん
・

大
島
一
克
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　

火
曜
日

▼
英
会
話
初
級
／
１
月
16
日
か
ら

(

全
８
回)

15
人
／
上
野
理
恵
子
さ
ん

▼
江
戸
前
寿
司
／
１
月
16
日
か
ら

(

全
５
回)

／
15
人
／
五
千
円
／
住
沢

正
一
郎
さ
ん
▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
１

月
16
日
か
ら(

全
８
回)

20
人
／
沼
田

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
・
志
賀
英
一

さ
ん

水
曜
日

▼
テ
ニ
ス
／
１
月
24
日
か
ら(

全
８

回)

30
人
／
新
規
の
人
500
円
／
沼
田

テ
ニ
ス
協
会
・
東
宮
邦
夫
さ
ん
、
小

池
信
一
郎
さ
ん

木
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
書
道
／
１
月
18
日
か
ら
（
全
８
回
）

／
15
人
／
新
規
の
人
500
円
／
沼
田
書

道
協
会
・
戸
丸
香
堂
さ
ん
▼
中
国
語

／
１
月
18
日
か
ら(

全
８
回)

／
15
人

／
新
規
の
人
210
円
／
阿
部
昌
一
さ
ん

▼
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
／
１
月
18

日
か
ら(

全
６
回)

15
人
／
四
千
円
／

小
川
恵
子
さ
ん
▼
ヨ
ガ
／
２
月
15

日
か
ら(

全
６
回)

／
20
人
／
新
規
の

人
千
五
十
円
／
高
澤
妙
子
さ
ん

金
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
／
１
月

19
日
か
ら(

全
８
回)

／
６
人
／
二
千

五
百
円
／
橋
本
明
彦
さ
ん
▼
卓
球
／

１
月
19
日
か
ら(

全
８
回)

／
20
人
／

300
円
／
沼
田
利
根
卓
球
協
会
・
風
間

忠
さ
ん

広報ぬまた 平成18年12月１日

以
前
は
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
猿

ヶ
京
ま
で
通
い
練
習
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
沼
田
か
ら
通
う
人

が
増
え
た
た
め
、
平
成
十
七
年
一

月
に「
沼
田
教
室
」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
日
本
の
芸
術
文
化
を
伝
承

し
な
が
ら
、
健
康
維
持
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。詩
吟
は
奥
が
深
く
、

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
勝

し
て
い
る
金
井
心
芳
先
生
の
指
導

の
下
、
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
で
毎

月
第
二
水
曜
と
・
第
四
木
曜
日
に

中
央
公
民
館
で
午
後
七
時
か
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。

歌
の
原
点
で
、
カ
ラ
オ
ケ
の
上

達
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
歓
迎
。
連
絡
先
　
藤

井
幹
夫
さ
ん
1

０
６
０
８
へ
。

｢猿ヶ京吟詠会｣
沼田教室

心彰流

われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

160

16

（敬称略）

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
三
朝
会
（
材
木
町
）→

十
万
円

▽
山
口
冨
士
子
（
横
塚
町
）→

タ
オ

ル
百
六
十
本
▽
沼
田
市
産
業
展
示
即

売
会
（
沼
田
市
役
所
）→

九
千
八
百

九
十
五
円
▽
利
根
沼
田
建
築
相
互
組

合
（
栄
町
）→

三
万
円
▽
高
橋
宝
司

（
み
な
か
み
町
）→

一
万
円
▽
（
株
）

ミ
サ
ワ
テ
ク
ノ
沼
田
工
場（
横
塚
町
）

→

二
十
三
万
二
千
円

参
加
し
ま
せ
ん
か

ト
ー
ク
館
短
期
教
養
講
座

＆
短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室



体
育
セ
ン
タ
ー(

白
岩
町)

で
は
勤

労
者
世
帯
の
家
族
を
は
じ
め
、
一
般

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

受
講
料

無
料(

た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
年
間
一
、
五
三
〇
円(

事
務

手
数
料
を
含
む)

と
教
材
費(

テ
ニ

ス
五
百
円)

は
受
講
者
負
担
）

申
し
込
み

12
月
４
日(

月)

か
ら
22

日(

金)

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
に
保
険
料
を
添
え
て
ト
ー

ク
館(

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム)

へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
１

３
５
へ
。

月
曜
日

○
ダ
ン
ベ
ル
体
操

と
き

１
月
15
日
か
ら(

全
８
回)

定
員

60
人

講
師

塩
野
明
美
さ
ん

火
曜
日

○
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

と
き

１
月
16
日
か
ら(

全
８
回)

定
員

50
人

講
師

小
野
里
順
子
さ
ん

木
曜
日

○
卓
球

と
き

１
月
18
日
か
ら(

全
８
回)

定
員

30
人

講
師

本
多
加
代
子
さ
ん

金
曜
日

○
テ
ニ
ス

と
き

１
月
19
日
か
ら(

全
８
回)

定
員

20
人

講
師

戸
丸
基
雄
さ
ん

○
中
国
式
健
康
体
操

と
き

１
月
19
日
か
ら(

全
８
回)

定
員

20
人

講
師

阿
部
昌
一
さ
ん

第
五
十
八
回「
人
権
週
間
」が
十
二

月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま

す
。
誰
も
が
大
切
な
も
の
だ
と
理
解

し
て
い
る
は
ず
の「
人
権
」で
す
が
、

自
分
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
人
権
週
間
を

機
会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
今
年
度
の
重
点
目
標
は「
育
て

よ
う
　
一
人
一
人
の
人
権
意
識
〜
思

い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命

を
大
切
に
〜
」
で
す
。

「
人
権
週
間
」は
、
昭
和
二
十
三
年

十
二
月
十
日
、
国
連
で「
世
界
人
権

宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
国
連
で
は
こ
の
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
毎
年
十
二
月
四
日
か
ら

こ
の
「
人
権
デ
ー
」
ま
で
の
一
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
、
全
国

的
な
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権（
基
本
的
人
権
）と
は
、
私
た

ち
が
幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必

要
な
権
利
で
あ
り
、
こ
の
権
利
は
日

本
国
憲
法
に
お
い
て
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
人
権
週
間
強
調
事
項
と
し
て

も
▼
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
▼
子
ど

も
の
人
権
を
守
ろ
う
▼
高
齢
者
を
大

切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
▼
障
害
の

あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う
▼
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
▼

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う
▼
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う
▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
▼
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
▼
犯
罪
被
害

者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ

う
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
▼
性
的
指
向

を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う
▼

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う
▼
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う
▼
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認

識
を
深
め
よ
う
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

真
の
人
権
の
世
紀
に
克
服
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多

く
、「
人
権
の
世
紀
」二
十
一
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
人
権
尊
重
の
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
不

断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
職

場
な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
ル
ー
ル

と
し
て
の
人
権
感
覚
や
、
人
権
へ
の

正
し
い
知
識
を
十
分
に
身
に
つ
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線

３
３
３
３
社
会
福
祉
課
社
会
係
1

内
線
７
７
２
４
２
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勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
受
講
生
を
募
集

人権ってなんだろう

12月4日～10日は「第58回人権週間」

～人権週間を考えたいから～

○
基
本
的
人
権
の
尊
重



と
き

平
成
19
年
１
月
20
日(

土)

、

21
日(

日)

の
２
日
間
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で(

送
迎
バ
ス

あ
り)

と
こ
ろ

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク

対
象

親
子(

初
心
者)

定
員

14
組(

28
人
、
先
着
順)

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
、
市
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

受
講
料

無
料(
た
だ
し
傷
害
保
険

料
１
組
２
千
円
と
リ
フ
ト
券
代
は

受
講
者
負
担
）

申
し
込
み

12
月
18
日(

月)
か
ら
平

成
19
年
１
月
10
日(

水)

ま
で
に
保

険
料
を
添
え
て
体
育
課(

市
民
体

育
館)

・
白
沢
町
・
利
根
町
各
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
へ
。

今
年
も
区
長
を
通
じ
て
、
た
ん
ば

ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク
の
市
民
優
待
券
を

各
世
帯
一
枚
ず
つ
、
十
二
月
一
日

(

金)

か
ら
配
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
市
民
優
待
券
の
内
容

リ
フ
ト
１
日
券
割
引
券
　
４
人
分

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
観

光
リ
ゾ
ー
ト
係
1
内
線
３
２
５
４

へ
。沼

田
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
、「
食
と
農
を
育
み
伝
え
ま
す
」

活
動
の
一
環
と
し
て
、
ゑ
び
す
講
の

行
事
を
再
現
し
、
郷
土
料
理
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

１
月
20
日(

土)

午
前
10
時
〜

午
後
１
時
ご
ろ
ま
で

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
調
理
実
習
室

内
容

①
ゑ
び
す
講
っ
て
な
あ
に
？

②
郷
土
料
理
を
作
っ
て
食
べ
よ
う

③
山
菜
料
理
を
覚
え
よ
う(

山
菜

お
こ
わ
の
試
食)

な
ど

参
加
費

無
料

定
員

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
10

組(

先
着
順)

申
し
込
み

12
月
15
日(

金)

ま
で
に

農
政
課
企
画
係
1
内
線
３
２
４

０
へ(

受
付
時
間
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
へ
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
手
作
り
の

ケ
ー
キ
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

12
月
23
日(

土)

①
午
前
９
時

②
10
時
③
11
時
④
午
後
１
時
⑤

２
時
⑥
３
時
の
全
６
回

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
調
理
実
習
室

参
加
費

無
料(

ケ
ー
キ
の
ト
ッ
ピ

ン
グ
は
持
参)

定
員

各
回
５
組(

先
着
順
）

対
象

旧
沼
田
市
の
幼
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

講
師

食
生
活
改
善
推
進
員(

沼
田

分
会
）

申
し
込
み

12
月
６
日(

水)

か
ら
申

込
受
付
開
始
・
健
康
課
保
健
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
５
へ
。

利
根
商
業
高
等
学
校
理
科
部
よ

り
、
昆
虫
標
本
が
市
立
図
書
館
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
利
根
沼
田
を
中
心

に
採
取
さ
れ
た
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
、

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
な
ど
の
標
本
の
展
示

を
し
ま
す
。

と
き

12
月
７
日(

木)

〜
17
日(

日)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま

で(

11
日(

月)

は
除
く)

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
５
階
尾
瀬
展

示
コ
ー
ナ
ー

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０

５
５
０
へ
。
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広報ぬまた 平成18年12月１日

お
知
ら
せ

市
民
親
子
ス
キ
ー
教
室

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク

市
民
優
待
券
を
配
布
し
ま
す

親
子
で
郷
土
料
理
を
作
ろ
う
！

ふ
る
さ
と
の
行
事
と
料
理
講
習
会

昆
虫
標
本
を
展
示
し
ま
す

親
と
子
の
楽
し
い
料
理
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

12月

12／２(土)「せかいいちわるいかいじゅう」

12／16(土)「クリスマス会」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から

場所 図書館４階視聴覚室
時間 午後２時から

���
���

月　 睡眠時無呼吸症候群
火　 ＣＯＰＤ慢性閉塞性肺疾患
水　 肺非定型坑酸菌症
木　 間質性肺炎
金　 気管支ぜんそく
土･日 肺がん

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
６日(水)整形外科・内科と14日(木)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�



〜
列
状
間
伐
で
森
林
の

機
能
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
〜

県
で
は
、
平
成
二
年
以
降
手
入
れ

が
さ
れ
ず
、
下
草
が
少
な
く
土
砂
が

流
れ
や
す
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
森

林
を
対
象
に「
列
状
間
伐
」を
実
施
し

て
機
能
回
復
を
図
る
事
業
を
今
年
度

か
ら「
森
林
活
性
化
対
策
事
業
」と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

伐
採
さ
れ
た
木
は
所
有
者
が
自
由

に
処
分
で
き
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た

の
山
を
健
全
化(

間
伐)

し
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
政
課
林
政
係

1
内
線
３
２
３
６
、
白
沢
町
産
業
課

1
内
線
１
８
、
利
根
町
農
政
課
1
内

線
３
７
、
利
根
環
境
森
林
事
務
所
1

�
４
４
８
１
、
利
根
沼
田
森
林
組
合

1

２
１
２
７
、
利
根
町
森
林
組
合

1

３
５
４
３
へ
。

県
で
は
、
年
末
の
資
金
需
要
期
を

迎
え
る
中
小
企
業
者
の
経
営
の
円
滑

化
を
促
進
す
る
た
め
、
年
末
資
金
を

融
資
し
ま
す
。

資
金
用
途

運
転
資
金

融
資
限
度
額

一
、
〇
〇
〇
万
円

融
資
利
率

年
1.9
％
以
内
（
信
用

保
証
付
の
場
合
は
年
1.5
％
以
内
）

融
資
期
間

５
カ
月
以
内

申
し
込
み

平
成
19
年
１
月
31
日

(

水)

ま
で
に
、
信
用
金
庫
・
信
用

組
合
で
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
へ
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
資
格

昭
和
62
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
市
民
で
、
次
の

事
項
に
該
当
す
る
人

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
経
営

し
て
い
る
人

○
前
項
の
同
居
の
親
族
と
そ
の
配
偶

者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
人

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

す
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま

た
は
社
員

※
今
年
度
は
、
申
請
書
を
郵
送
に
よ

り
12
月
中
に
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
、
期

日
ま
で
に
ご
返
送(

返
信
用
封
筒

同
封)

く
だ
さ
い

申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
期
日

平
成
19
年
１
月
10
日

(

水)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。
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12月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :35
1 : 45～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

12月4.11.18.21.23.25.29～31日
／1月1～3.8.15.22.29.31日

20日（水）

19日
（火）

15日
（金）

14日
（木）

13日
（水）

12日
（火）

８日
（金）

６日
（水）

７日
（木）

５日
（火）

森
林
の
手
入
れ
、
県
費
で
行
い
ま
す
！

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

年
末
資
金
融
資
の
ご
利
用
を

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て

弟のらいくんをだっこするな
どやさしいお兄ちゃん。ボウケ
ンジャーに夢中でわんぱくぶり
も発揮。おみこしが大好きで、
大好きなおじいちゃんと早く一
緒に担ぎたいという、男の子ら
しいてんくんです。(下久屋町)

萩原天
てん

将
しょう

くん（２歳９カ月）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日



「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
十
二
月
三

十
一
日
現
在
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
、
一
年
間
の
生
産
活
動

に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原
材
料

使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製
造
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
目
的
以
外

に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
情
報
管

理
係
1
内
線
３
２
２
４
へ
。

全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
が
、
来
年
一
月
一
日
に
本
県
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
き

平
成
19
年
１
月
１
日(

月
・
祝)

午
前
９
時
05
分
県
庁
前
ス
タ
ー
ト

放
送

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
28
局
フ
ル
ネ

ッ
ト
・
放
映
時
間
８
時
30
分
よ

り
６
時
間
生
中
継

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
沼
田
県
民

局
振
興
グ
ル
ー
プ
1
�
４
３
３
８

へ
。特

別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え

た
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
、
改
め
て

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
傷
病
者(

夫)

の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
今
年
五
月
ま
で
受
給
し

た
が
、
戦
傷
病
者
が
平
成
十
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
死
亡
し
て
い
る

場
合
、
そ
の
妻
に
次
の
特
別
給
付
金

(

特
例
給
付
金)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
戦
傷
病
者(
夫)
が
公
務
傷
病
な
ど

に
よ
り
死
亡
し
た
た
め
、
妻
が
公

務
扶
助
料
な
ど
を
受
け
て
い
る
場

合→

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金

●
戦
傷
病
者(

夫)

が
死
亡(

平
病
死
）

し
た
場
合→

戦
傷
病
者
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金(

特
例
給
付
金)

○
請
求
期
限

平
成
21
年
９
月
30
日

請
求
受
付
と
詳
し
い
こ
と
は
、
社

会
福
祉
課
社
会
係
1
内
線
７
７
２
４

２
、
白
沢
町
市
民
課
1
内
線
３
４
、

利
根
町
市
民
課
1
内
線
４
３
へ
。

と
き

平
成
19
年
１
月
14
日(

日)

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎
101

会
議
室

講
演

「
女
房
が
宇
宙
を
飛
ん
だ
〜

女
性
の
生
き
方
、
男と

女も

の
新
た
な

共
生
〜
」

講
師

慶
應
義
塾
大
学
助
教
授
　
向

井
万
起
男
さ
ん

参
加
費

無
料

対
象

県
民
150
人(

先
着
順)

申
し
込
み

12
月
28
日(

木)

ま
で
に

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
氏
名
、
市
町
村
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
農
業
事
務

所
1

０
３
３
８
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
�

１
２
７
４
、E

-m
ail:to

n
en
o
u
@

pref.gunm
a.jp

へ
。

「
フ
ラ
ッ
ト
35
」は
、
住
宅
金
融
公

庫
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
民
間
金
融

機
関
の
長
期
固
定
金
利
住
宅
ロ
ー
ン

で
す
。

○
最
長
35
年
の
長
期
固
定
金
利

○
融
資
限
度
額
最
高
５
千
万
円

○
保
証
料
、
繰
上
返
済
手
数
料
０
円

○
独
自
の
技
術
基
準
で
住
宅
の
質
を

確
保

○
中
古
住
宅
の
取
得
も
対
象

詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.flat

3
5
.com

、
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
店
1
０
５
７
０(

０
８
６

０)

３
５
へ
。

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
利

根
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
所
有
土

地
を
売
却
処
分
し
ま
す
。

売
却
の
方
法

入
札

所
在
地

沼
田
市
戸
鹿
野
町
字
宅
地

添
六
五
〇
番
地
一

地
積

七
五
八
㎡

現
場
説
明

１
月
15
日(

月)

入
札
時
期

２
月
１
日(

木)

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
川
ダ
ム
統

合
管
理
事
務
所
総
務
課
1
０
２
７

（
２
５
１)

２
０
２
１
へ
。

交
通
事
故
に
よ
る
示
談
・
損
害
賠

償
請
求
、
調
停
、
訴
訟
な
ど
の
法
律

問
題
に
、
専
門
の
相
談
員
や
弁
護
士

が
無
料
で
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き

毎
週
月
〜
金
曜
日(

祝
日
除

く)

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

群
馬
県
交
通
事
故
相
談
所

(

前
橋
市
大
手
町
１-

１-

１
群
馬

県
庁
23
階)

1
０
２
７(

２
４
３)

２
５
１
１(

電
話
相
談
可)

◇
弁
護
士
相
談

前
日
午
後
５
時
ま

で
に
要
予
約(

毎
月
第
２
･
３
･

４
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.

gunm
a.jp/b/04/b0400300.htm
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広報ぬまた 平成18年12月１日

お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

相
　
　
談

交
通
事
故
相
談

戦
傷
病
者
の
妻
へ

利
根
沼
田

男
女
に
い
き
い
き
講
演
会
開
催

住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」

利
根
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

所
有
土
地
の
売
却
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

救急車やパトカーなど、車
の

おもちゃが大好き。かけっ
こが

得意で、気がつくと走り回
って

いるわんぱくな男の子です
が、

靴下をはいたり、何でも自
分で

しないと気が済まないしっ
かり

者のようちゃんです。(高橋場
町)

綿貫陽
よう

太
た

くん（２歳８カ月）

と
　
も
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町振興局市民課1内線３３、利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

※乳幼児健康診査・育児相談は、旧沼田市、白沢町の人は沼田市保健福祉センターへ、利根町の人は利根保健福祉センターへ
お出掛けください。

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

１ 月 の 予 防 接 種

４カ月児健康診査

10カ月児健康診査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

２ 歳 児 歯 科 相 談

育児相談●●●●

１歳６カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

育児相談●●●●

マタニティセミナー

１月11日(木)

１月16日(火)

１月11日(木)

１月10日(水) 

１月31日(水)

１月９日(火)

１月11日(木)

１月23日(火)

１月26日(金)

１月12日(金)

１月26日(金)

１月17日(水)

午前10時～11時30分

午前10時～正午

午後１時～３時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午後１時～１時45分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午前９時30分～11時

午後０時45分～１時45分

市役所市民ホール

池 田 公 民 館

市役所市民ホール

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

１月のマタニティセミナーはお休みです。

１月のこあらクラブはお休みです。

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施。持ち物：お子さんの歯ブラシと母子手帳。

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

わんぱくクラブ

こあらクラブ

エンゼルクラブ

妊娠届出書をご持参ください。

１６歳から６９歳（６５歳以上の人は、６０
～６４歳の間に献血経験がある人に限ります）

全地区。体脂肪率、血圧測定など

平成18年８月21日～９月12日生まれ

平成18年９月13日～10月４日生まれ

平成18年２月23日～３月18日生まれ

平成17年５月29日～６月30日生まれ

平成15年10月７日～11月 １日生まれ

平成16年12 ･平成17年１月生まれ

旧沼田市・白沢町の乳児（1歳未満）

旧沼田市・白沢町の幼児

平成17年６・７月生まれ

平成15年10 ･ 11･12月生まれ

※

※

※

保健ガイド １月

個別接種(麻しん風しん混合ワクチン・三種混合・日本脳炎・ＢＣＧ)を実施しています。
接種当日は予診票、母子健康手帳、健康保険証をご持参ください。

ふれあい福祉センター

１月の休館日
1～3．8．15．22．29日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき 12月14日(木)／午前10
時～11時30分

内容 健康相談
とき １月11日(木)／午前10
時～11時30分
内容 健康相談・握力測定
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 12月4日･11日･18日･25日、1月9日･
15日･22日･29日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 12月20日(水)、1月17日(水)午後１時
～４時／あらかじめ電話で予約を受け付け
ています。社会福祉課社会係(東原庁舎
内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)、電話相談の場合は、1○23５
４１１へ

とき 12月5日･12日･19日･26日の火曜日／
午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 12月7日･21日、1月4日･18日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談

法律相談

青少年相談

生涯学習相談

年金相談

就業援助相談(内職相談など)

そうだん



この広報は再生紙を使用しています

物
置
小
屋
は
巨
大
キ
ャ
ン
バ
ス

今
月
号
の
編
集
と
平
行
し
て
、

十
九
年
版
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
一
年
の
行

事
や
そ
の
季
節
の
写
真
を
掲
載

し
、「
沼
田
の
歳
時
記
」を
テ
ー

マ
に
本
市
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。
今
月
十
五
日
に
区
長
さ
ん

を
通
し
て
全
戸
配
布
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

師
走
を
迎
え
、
季
節
が
過
ぎ

去
る
こ
と
を
よ
り
早
く
感
じ
ま

す
。
皆
さ
ん
は
今
年
や
り
残
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
来

年
に
は
延
ば
さ
ず
、
ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
で
今
年
中
に
や
り
遂
げ
、

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

固定資産税・都市計画税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

下水道等受益者負(分)担金

国民年金保険料

４　期

９　期

５　期

３　期

1１月分

納期限　12月25日(月)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

薄
根
幼
稚
園
の
物
置
小
屋
が
ア
ー

ト
に
大
変
身
。
ク
リ
ー
ム
色
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
は
、
園
児
の
保
護
者
た
ち
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
絵
で
見
事
に
飾
ら
れ

ま
し
た
。
十
月
中
旬
か
ら
制
作
に
入

り
、
凸
凹
の
面
を
き
れ
い
に
塗
る
た

め
に
研
究
を
重
ね
、
約
一
カ
月
を
か

け
て
完
成
。
園
庭
を
駆
け
回
る
子
ど
も

た
ち
は
、
ゾ
ウ
や
パ
ン
ダ
の
登
場
に
キ

ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

雄
お

獅
じ

子
し

２頭と雌
め

獅
じ

子
し

１頭が笛や太鼓のお囃子に合わせながら、腰につけた太鼓を打ち、躍動感にあ
ふれる舞を見せる生枝の獅子舞。歴史は古く、今から３３０余年前の寛

かん

文
ぶん

延
えん

宝
ぽう

(１６６１年～１６８０
年)に沼田城主真田伊賀守より、鬼門除けとして賜ったのが始まりといわれる。当初は沼田の祇園祭に
必ず黒紋付、袴、白足袋の正装で須賀神社に参り、沼田祇園祭典開きの神事として獅子舞を奉納した
という。今秋ドイツのヒュッセンでの文化交流で好演した。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑤

生枝の獅子舞（白沢町生枝）
～沼田市指定無形文化財～

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
し
ま
す


